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平
成
25
年
11
月
1
日
（
金
）、
秋
田
県
の
県
庁

第
2
庁
舎
大
会
議
室
に
お
い
て
、
シ
ニ
ア
世
代
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の
参
加
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
を

設
け
る
目
的
で
、
秋
田
県
、
当
協
会
の
主
催
に
よ

る
「
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ミ
ナ
ー
〜
シ
ニ
ア
世
代

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
〜
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ま
ず
、
冒
頭
に
、
主
催
者
を
代
表
し
て
、
当
協

会
の
大
竹
邦
実
理
事
長
、
秋
田
県
の
木
村
宗
敬
総

務
部
長
が
挨
拶
し
、
続
い
て
、
東
北
福
祉
大
学
の

小
松
洋
吉
教
授
に
よ
る
基
調
講
演
、
N
P
O
法
人

ひ
ょ
う
ご
地
域
防
災
サ
ポ
ー
ト
隊
の
伊
藤
道
司
理

事
長
に
よ
る
事
例
発
表
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
、

あ
べ
十
全
氏
に
よ
る
事
例
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
講
演
会
の
概
要
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

東
北
福
祉
大
学
教
授　

小
松
洋
吉
氏

1　

歴
史
の
転
換
点
を
生
き
る

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
、生
き
方
、生
活
の
仕
方
、

考
え
方
の
価
値
観
が
大
き
く
変
わ
っ
た
り
、
或
い

は
揺
ら
い
だ
り
し
て
、
今
後
の
あ
り
方
を
考
え
る

時
期
に
来
て
い
る
。

2　

防
災
か
ら
減
災
へ

「
減
災
ミ
ッ
ク
ス
論
」
…
自
己
の
備
え
（
自
助
）、

地
域
で
の
助
け
合
い
（
共
助
）、
国
・
市
町
村
の

支
援
（
公
助
）
が
互
い
に
う
ま
く
機
能
し
、
備
え

る
こ
と
に
よ
っ
て
結
果
が
大
き
く
変
わ
る
。

住
民
の
交
流
を
深
め
、
顔
の
見
え
る
関
係
づ
く

り
を
す
る
こ
と
で
減
災
に
つ
な
が
る
。

3　

自
分
の
命
は
自
分
で
、
地
域
の
安
全
は
地
域
で

自
分
の
こ
と
は
で
き
る
だ
け
自
分
で
備
え
て
お
く

必
要
が
あ
る
（
自
助
）。
例
え
ば
、
情
報
を
得
る
、

避
難
口
の
確
保
等
。

ま
た
、
共
助
と
し
て
、「
普
段
か
ら
の
近
所
付
き

合
い
を
行
う
（
声
か
け
、見
守
り
、信
頼
関
係
）」「
防

災
訓
練
の
実
施
」「
防
災
組
織
の
充
実
、
機
能
化
」

「
地
域
の
専
門
力
」。

4　

災
害
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

大
切
な
こ
と
と
し
て
は
、
①
セ
ン
タ
ー
機
能
の

充
実
、
②
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
育
成
、
確
保
、

③
ニ
ー
ズ
の
把
握
と
そ
の
シ
ス
テ
ム
、
④
受
け
入
れ

る
と
い
う
「
受
援
力
」、
⑤
異
な
る
地
域
と
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
力
、
⑥
専
門
力
（
医
療
、
情
報
処
理
技

術
等
）。
要
援
護
者
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
独
立
組

織
で
あ
る
べ
き
。

5　

多
様
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

①
心
を
寄
り
添
う
（
共
感
）、
②
豊
富
な
知
識

技
術
を
い
か
す
（
シ
ニ
ア
は
経
験
知
識
、
知
恵
が

豊
富
）、
③
で
き
る
こ
と
を
で
き
る
だ
け
す
る
、
④

継
続
す
る
。

活
動
例
と
し
て
は
、
心
の
ケ
ア
、
各
種
相
談
等
。

6　

地
域
の
減
災
活
動
と
そ
の
視
点

基
本
視
点
と
は
、
①
「
守
る
」
─
生
命
、
文
化
、

生
活
、
財
産
、
②
「
学
ぶ
」
─
安
全
、
安
心
、
生

シ
ニ
ア
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ミ
ナ
ー
開
催
報
告

シ
ニ
ア
世
代
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

秋田県

小松 洋吉
東北福祉大学教授
東京大学文部教官を経て、現在、東北福祉大学・
大学院教授、東北学院大学非常勤講師を務める。
その他、宮城県防災教育指針作成協議会委員、
宮城県共同募金副会長兼常務理事、仙台市社会
福祉協議会副会長、仙台市災害時要援護者支援
プラン検討会議委員長などの要職を務めている。

シ
ニ
ア
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
考
え
る

基
調
講
演

13
：
10
〜
14
：
10



85 Vol .11785

命
、
③
「
育
む
」
─
人
間
力
、
生
活
力
、
市
民
力

を
育
む
、
④
「
つ
く
る
」
─
地
域
力
、
自
分
力
、

の
4
つ
の
視
点
が
大
切
で
あ
る
。

N
P
O
法
人
ひ
ょ
う
ご
地
域
防
災
サ
ポ
ー
ト
隊

理
事
長　

伊
藤
道
司
氏

防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
し
て
の
課
題
点
、

改
善
点
を
ふ
ま
え
、
今
後
の
活
動
と
そ
の
あ
り
方

に
つ
い
て
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

1　

私
た
ち
の
防
災
活
動

「
守
れ　

い
の
ち
を
！
地
域
の
防
災
」

─
自

分
の
命
は
自
分
で
守
る
が
モ
ッ
ト
ー
。ま
ち
を
知
り
、

災
害
を
知
り
、
人
を
知
る
。
そ
し
て
そ
の
地
形
・

状
況
・
住
ま
い
方
に
あ
っ
た
準
備
、
対
策
を
考
え

る
こ
と
が
大
切
。

2　

大
震
災
な
ど
か
ら
学
ん
だ
こ
と

リ
ー
ダ
ー
の
存
在
、
リ
ー
ダ
ー
の
確
保
、
情
報

伝
達
の
正
確
さ
、
女
性
の
視
点
も
考
慮
し
た
避
難

所
、車
で
の
避
難
の
課
題
点
な
ど
。
自
助
の
大
切
さ
。

3　

も
し
南
海
ト
ラ
フ
が
動
い
た
ら

規
模
の
違
い
が
大
き
い
こ
と
を
認
識
し
、
備
え

る
た
め
に
は
、「
防
災
意
識
を
高
め
る
」「
津
波
避

難
ビ
ル
の
活
用
」「
建
物
の
耐
震
化
へ
の
取
り
組
み
」

等
が
あ
げ
ら
れ
る
。

4　

シ
ニ
ア
と
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

東
日
本
大
震
災
へ
の
支
援
に
つ
い
て
、
兵
庫
県

の
体
制
と
現
状
、
兵
庫
県
の
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
活
動
の
紹
介
。

5　

今
後
の
あ
り
方
を
考
え
る

阪
神
・
淡
路
大
震
災
と
N
P
O
法
人
、
N
P
O

法
人
の
課
題
（
収
益
事
業
で
な
い
、
高
齢
化
等
）。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
代
表　

あ
べ
十
全
氏

東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

に
つ
い
て
、
ご
自
身
の
活
動
を
通
し
て
、
必
要
な

こ
と
、
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
改
善
し
た
方
が
よ

い
点
等
を
わ
か
り
や
す
く
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

1　

3
月
11
日
の
出
来
事

①
仙
台
市
の
あ
る
観
光
ホ
テ
ル
で
の
出
来
事

②
他
の
地
区
で
の
神
社
の
宮
司
さ
ん
の
ケ
ー
ス

③
南
相
馬
市
の
状
況

各
々
そ
の
場
に
て
ど
の
よ
う
な
状
況
で
あ
り
、
避

難
に
際
し
て
は
ど
の
よ
う
な
行
動
を
と
っ
た
の
か
等

を
具
体
的
に
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

2　

震
災
後
の
状
況
と
経
過
に
つ
い
て

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
す
る
上
で
、

必
要
な
こ
と

①
被
災
者
の
家
族
へ
の
配
慮

②
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
ス
ム
ー
ズ
に
進
め
る
た
め

の
マ
ッ
チ
ン
グ
作
業
の
重
要
性

③
避
難
所
で
の
女
性
へ
の
配
慮

3　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
ス
ム
ー
ズ
に
マ
ッ
チ
ン

グ
さ
せ
る
方
法

担
当
ご
と
に
色
分
け
し
、
活
動
し
や
す
く
す
る

等
、
具
体
例
を
挙
げ
て
わ
か
り
や
す
く
、
ア
ド
バ

イ
ス
い
た
だ
き
ま
し
た
。

以
上
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
つ
い
て
各
方

面
よ
り
異
な
っ
た
視
点
で
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
後
の
防
災
へ
の
取
り
組
み
、
自
助
の
大
切
さ
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
あ
り
方
等
を
考
え
る
上
で
、

大
変
参
考
と
な
る
講
義
と
な
り
ま
し
た
。

伊藤 道司 
NPO法人ひょうご地域防災サポート隊  理事長
1965年大阪工業大学土木工学科卒業後、兵庫県
に奉職。兵庫県土木部港湾課長、兵庫県企業庁
淡路建設局長、兵庫県土木部次長、兵庫県企業
庁地域整備局長を歴任。2001年4月から2004年
12月まで明石市助役。2006年1月にNPO法人ひ
ょうご地域防災サポート隊を設立し、理事長を務
めている。

あべ 十全
ボランティア団体代表
地元・秋田でタレント活動の傍ら、筋ジス病棟支
援・お出かけ支援など精力的にボランティア活動
をしている。東日本大震災の際には、福島県から
の避難者受け入れ、支援物資受け入れ、がれき
撤去、理容支援、周年法要行事支援などの活動
に携わり、現在も岩手県大槌町を中心に支援活
動を続けている。

防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

〜
活
動
と
今
後
の
あ
り
方
〜

事
例
発
表
1
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：
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〜
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：
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東
日
本
大
震
災
に
お
け
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
つ
い
て

事
例
発
表
2
15
：
30
〜
16
：
30


